




川崎病心血管後遺症研究班は調査研究として①「川崎病心病変の管理に関するアンケート

調査一日米の比較」・②「川崎病におけるガンマ・グロブリン療法一全国アンケート調査」

をおこなってきたが,昭和 63年度の調査研究として③「成人領域における川崎病心血管後

遺症の実態調査」を計画した。個別研究としては従来通り,「心血管病変の病態,管理に関

する研究」,「血栓の病態,診断及び治療に関する研究」「心血管病変の病理学的検討」「外

科的治療に関する研究」に関しての研究がおこなわれた。 


